
神戸大学・保健学研究科・助教

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４５０１

若手研究

2023～2020

COPD患者における疲労感の機序解明と呼吸ケア・リハビリテーションの新たな戦略

Elucidation of the mechanism of fatigue in COPD patients and new intervention 
strategies for respiratory care and rehabilitation

４０８０９２４０研究者番号：

沖　侑大郎（Oki, Yutaro）

研究期間：

２０Ｋ１９２４１

年 月 日現在  ６   ６   ３

円     2,900,000

研究成果の概要（和文）：本研究は、地域住民における呼吸筋サルコペニアと疲労感、うつ傾向、睡眠状態の関
連性を明らかにし、運動療法を中心とした多因子介入が呼吸筋力と疲労感に与える影響を評価した。また、未診
断のCOPD疑い対象者における呼吸筋力と疲労感の関連も調査した。地域高齢者を対象に、呼吸筋サルコペニアと
疲労感、うつ傾向、睡眠状態の関連を評価し、多因子介入の有効性を無作為試験で検証した。COPD疑い対象者の
評価では、呼吸筋力と疲労感の関連が明らかとなり、早期介入の必要性が示唆された。研究成果から、呼吸筋サ
ルコペニアは疲労感やうつ傾向に影響を与え、運動療法は呼吸筋力と疲労感の改善に有効であることが示され
た。

研究成果の概要（英文）：This study sought to determine the association between respiratory muscle 
sarcopenia and fatigue, depression, and sleep status in community residents and to assess the impact
 of a multifactorial intervention centered on exercise therapy on respiratory muscle strength and 
fatigue. We also investigated the association between respiratory muscle strength and fatigue in 
subjects with undiagnosed suspected COPD. In a randomized trial, the effectiveness of a 
multifactorial intervention was tested by evaluating the association between respiratory muscle 
sarcopenia and fatigue, depression, and sleep status in community-dwelling elderly subjects. Study 
results indicate that respiratory muscle sarcopenia influences fatigue and depressive tendencies and
 that exercise therapy is efficacious in improving respiratory muscle strength and fatigue.

研究分野： 呼吸リハビリテーション

キーワード： 疲労感　呼吸ケア・リハビリテーション　呼吸筋力
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義としては、本研究は、呼吸筋サルコペニアが疲労感、うつ傾向、睡眠状態に与える影響を解明し、こ
れらの症状の重要な評価指標であることを示した。さらに、運動療法を中心とした多因子介入が呼吸筋力および
疲労感の改善に有効であることを実証し、新たな治療法の可能性を提供した。
社会的意義としては、本研究の成果は、高齢者の健康管理や地域社会における健康増進プログラムに貢献し、将
来的には、生活の質向上や医療費削減が期待される。また、早期のCOPD診断と介入の重要性を強調し、地域保健
の早期介入プログラム強化に寄与する可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
これまで COPDの研究は、主な症状である息切れに着目したものが多く、疲労感を引き起こす
メカニズムに関する研究は乏しい。疲労感は、抑うつや集中力の低下を引き起こす原因とされて
おり、患者の QOLに無視できない影響を与えている。COPDの最大の特徴である気流閉塞の程
度と疲労感の関連性は乏しいことが明らかになっており、一般的な気管支を拡張させることを
目的とした薬物療法のみでは、疲労感の悪化を予防できない。また、COPD の予後に最も影響
を与える身体活動量にも疲労感が関連している可能性が考えられるが、両者の関連性について
も未解決の課題となっている。その一方で、疫学研究によれば COPD患者の 50~70%に重度の
疲労感が存在するとされ、疲労の発生や遷延化のメカニズムに焦点を当てた研究が急務である
（Spruit MA, et al. Lancet Respir Med, 2017）。しかし、COPDにおける疲労感の客観的な評
価方法はなく、臨床現場で普及させるためにもそれらが必要とされている。 
 
２．研究の目的 
COPD患者における疲労感は、身体や精神機能に大きな影響を与えることが知られている。し
かし、これらは経験に基づくものに過ぎないというのが現状であり、COPD 患者の疲労を引き
起こすメカニズムは、これまで明らかにされていない（Spruit MA, et al. Lancet Respir Med, 
2017）。疲労感は、社会参加やセルフマネジメント能力にも影響を与え、患者の負担を増大させ
てしまう。さらに COPDの予後に最も大きな影響を与える身体活動量を低下させる要因となっ
ていることから、疲労感を引き起こすメカニズムの解明は喫緊の課題である。本研究では、COPD
患者の疲労感の関連について明らかにすることを目的とした。しかし、新型コロナウイルス感染
拡大の影響を大きく受け、研究協力施設における外来診療やデータ測定の制限により、当初の研
究目的達成が困難となり、地域高齢者を対象として、疲労感、呼吸機能、認知機能の関連につい
て明らかにすることを目的として変更した。 
 
（１）呼吸筋サルコペニアと疲労感、うつ傾向、睡眠状態の関連性について 
地域住民における呼吸筋サルコペニアの存在が疲労感、うつ傾向、および睡眠状態に与える影
響を明らかにする。具体的には、呼吸筋サルコペニアの程度を評価し、それが日常生活における
疲労感の強度、うつ症状および睡眠の質へどのように関連しているかを検討することを目的と
する。 
 
（２）運動療法を中心とした多因子介入が呼吸筋力と疲労感に与える影響について 
地域住民における運動療法を中心とした多因子介入が呼吸筋力と疲労感に与える影響について
明らかにする。これにより、疲労感改善に向けた介入方法確立に向けた探索を目的とする。 
 
（３）質問紙スクリーニングによる COPD 疑いありの対象者における疲労感と呼吸筋の関連 
地域住民において、未診断の COPD発症者は多く存在することが明らかになっており、症状が顕
著となっていない早期の段階から疲労感や呼吸筋力に影響を与えている可能性が考えられる。
本研究により、確定診断の出ていない段階から疲労感や呼吸筋力に着目する必要性について検
討することを目的とした。 
 

 
３．研究の方法 
（１）呼吸筋サルコペニアと疲労感、うつ傾向、睡眠状態の関連性について 
地域高齢者 203 名に対し、呼吸筋サルコペニアと疲労感、うつ傾向、睡眠状態の関連性につい
て検討した。また、サブグループ解析において、COPD 罹患者のみでの解析を実施した． 
 
（２）運動療法を中心とした多因子介入が呼吸筋力と疲労感に与える影響について 
地域高齢者 203 名に対し、集団の運動療法を中心とした 18 ヶ月間の多因子介入による無作為
試験を実施した。初回評価時と 18 ヶ月後の最終評価時に呼吸筋力を測定し、多因子介入が呼吸
筋力と疲労感に与える影響について検討した。また、サブグループ解析として、①COPD 該当者、
②Preserved Ratio Impaired Spirometry（PRISm）該当者のみでの検討も実施した。 
 
（３）質問紙スクリーニングによる COPD 疑いありの対象者における疲労感と呼吸筋の関連 
地域高齢者 129 名に対し、呼吸機能、呼吸筋力、疲労感を測定した。COPDスクリーニングのた
めの質問票（COPD-Q）で COPD 疑いありのカットオフ値である 4点以上を満たした対象者を解析
対象とし、疲労感の疲労感の評価指標である Checklist Individual Strength (CIS)と呼吸筋力
の指標である最大呼気流速（PEFR）の関連について検討した。 
 
 



４．研究成果 
（１）呼吸筋サルコペニアと疲労感、うつ傾向、睡眠状態の関連性について 
地域高齢者 203 名に対し、呼吸筋サルコペニアと疲労感、うつ傾向、睡眠状態の関連性について
検討した。交絡因子で調整後も疲労感、うつ傾向が呼吸筋サルコペニアに影響を与えることが明
らかになった。また、サブグループ解析において、COPD 罹患者のみ(9 名)で解析すると、呼気筋
力と疲労感で有意な相関を認めた(r=-0.68)。地域高齢者において、呼吸筋力と疲労感について
関連を認めたこと、さらには少数ではあったが、COPD 罹患者を対象としたサブグループ解析に
おいて、相関を認めたことから、呼吸筋力と疲労感について着目していく必要性があることが示
唆された。 
 
（２）運動療法を中心とした多因子介入が呼吸筋力と疲労感に与える影響について 
呼吸筋力である最大呼気圧（PEmax）と最大吸気圧（PImax）において、介入群で有意差をもっ
て改善を認めた。また、疲労感の評価指標である Checklist Individual Strength (CIS)におけ
る合計点、集中力、身体的活動性の項目において、介入群で有意差をもって改善を認めた。その
一方でサブグループ解析において、①COPD 該当者、②Preserved Ratio Impaired Spirometry
（PRISm）該当者のみでは、呼吸筋力および疲労感の変化に有意差を認めなかった。運動療法を
中心とした多因子介入により呼吸筋力と疲労感を改善させることが示されたが、COPD・PRISm 該
当者においては、呼吸筋力と疲労感で改善を認めなかったことが明らかになった。これは COPD・
PRISm 該当者が、少数であった影響も考えられるが、COPD・PRISm リスクのある対象者に対する
介入の運動内容や負荷量など今後の研究発展に向けての新たな検討事項となった。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 吸気筋力の変化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2. 呼気筋力の変化について 

 
（３）質問紙スクリーニングによる COPD 疑いありの対象者における疲労感と呼吸筋の関連 
COPDスクリーニングのための質問票（COPD-Q）で COPD 疑いありのカットオフ値である 4点以

上を満たした対象者は、54 名（41.9%）であった。COPD-Q≧4 点の対象者では、CIS 合計スコア

(r=-0.37, p<0.01)、主観的疲労感(r=-0.30, p=0.03)、集中力(r=-0.28, 0.04)、意欲低下(r=-

0.38, p<0.01)の項目において、最大呼気流速（PEFR）と有意な相関を認めた。このことから、

確定診断の出ていない段階から疲労感や呼吸筋力に着目する必要性が示唆され、今後の研究発

展に向けての新たな検討事項となった。 
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